
①学⽣向け企画

 プライマリ・ケアに興味を持ってもらうべく、毎年旭医⼤・北⼤・札医⼤で医学⽣向けに学習会を⾏ってい

ます。今年度は1/17に旭医⼤で「これからのコミュニティと健康づくり（函館稜北病院�⾇森悠先⽣�/�⽯⾕巧

先⽣）」、1/24に北⼤で「他科からコンバートした

医師からみた総合診療科の魅⼒（栄町ファミリー

クリニック：草島邦夫先⽣）」「へき地でのオンラ

イン診療の実際と可能性（公⽴芽室病院：⻲⽥健

太郎先⽣）」、2/14に札医⼤で「総合診療科って、

どんな科？（栄町ファミリークリニック：中川貴

史先⽣）」というテーマで開催し、3⼤学合計で44

⼈の多くの学⽣が参加してくれました。⼤学内で

⾏うためには学⽣さんの協⼒が不可⽋で、場所の

確保や宣伝を担って頂いたおかげで今年度も無事

開催できました。企画に関わって頂いたみなさん、

ありがとうございました。そこ・そこでの実践と

魅⼒を学⽣に伝えることが、総合診療医を⽬指す

⼈を増やす第⼀歩になると考えております。来年

は皆さんの出番かもしれません！よろしくお願い

します。

②専攻医向け企画

 毎年オンラインで1年に1〜2回ポートフォリオ検討会をしていたのですが、今年度は検討会に加えて初の試

みとしてオンラインでのポートフォリオ発表会を2⽉8⽇午後に⾏いました。寺⽥真也先⽣（道⽴⽻幌）、増⽥

康⼀先⽣（HCFM）、前⽥和俊先⽣（HCFM）、⼩⼭祐基先⽣（⼿稲家庭医療クリニック）、霜⽥英⾒先⽣（函館

稜北）、横⼭誓也先⽣（倶知安厚⽣）の6⼈の専攻医に発表頂き、湯浅駿先⽣（順天堂⼤学）、泉京⼦先⽣（勤医

協平和通りクリニック）にゲストコメンテーターとして参加頂きました。後半では⼋嶌駿先⽣と⼭⽥康介先⽣

のHCFM指導医による、ポートフォリオ指導をどのように⾏っているのか？というテーマでのレクチャーも⾏

って頂きました。多施設の専攻医と指導医が集まることで、普段得られない視点での学びや刺激が得られると

感じました。参加頂いたみなさん、ありがとうございました。専攻医がポートフォリオを書くきっかけとし
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 冬の若⼿医師学⽣⽀援員会の活動
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 きたるJPCA2025北海道⼤会では、『「そこ・そこ」前⽇祭』と銘打ち、北海道の各地域で⾦曜⽇企画を開

催します。①美唄、②⼗勝、③寿都・倶知安、④室蘭、⑤函館と5つのコースを⽤意しており、いずれも広⼤

な北海道の⼟地の魅⼒と「そこ・そこ」のプライマリ・ケアの熱を実際に体感できるような充実の内容とな

っています。

           ⼤会⻑の⽊佐先⽣より「北海道は札幌だけじゃない！せっかくの

          機会なので道内各地域での実践や魅⼒を発信し、オール北海道で学

          術⼤会を盛り上げたい！」という熱い思いと無茶振り？を受け、蓋

          を開けてみれば各コースいずれもオリジナリティと遊び⼼あふれる

          楽しい企画となりました。⼀⽅で、これまで道内各地域で多くの先

          ⼈達が地道にプライマリ・ケアを実践してきたことに再注⽬する、

          本⼤会のテーマを象徴する企画でもあるかと思います。

  北 海 道 ブ ロ ッ ク ⽀ 部 ニ ュ ー ス  

て、また専攻医だけでなく指導医の学びの機会として、来年度以降も続けていきたいと思っておりますので、

みなさまの参加をお待ちしております。

若⼿医師学⽣⽀援委員会 委員⻑ 

釧路協⽴病院 内科/総合診療科 加藤聡⼀郎
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  北 海 道 ブ ロ ッ ク ⽀ 部 ニ ュ ー ス  

 札幌での本⼤会はもちろん、⾦曜⽇企画にもぜひご参

加いただき、魅⼒たっぷりの初夏の北海道と、「そこ・

そこ」のプライマリ・ケアを、全国の参加者の皆さまに

体験していただきましょう！ブロック⽀部会員の皆さま

の温かいご⽀援をどうぞよろしくお願い致します。

＊�各コースともに現地集合・現地解散です。

＊�本企画は学術⼤会のプログラムですので、学術⼤会の

 参加登録が必要です。

＊�学術⼤会の参加登録時に、本企画への参加希望も同時

 に伺います。（定員制・先着順）



  北 海 道 ブ ロ ッ ク ⽀ 部 ニ ュ ー ス  

 初めまして。昨年度よりフォーラムの実⾏委員として北海道ブロック⽀

部の活動に携わっております、薬剤師の井上紗紀と申します。なの花薬局

の南⼩樽店に昨年9⽉から勤務しております。以前は東札幌店に勤務して

いたため、この冬は⼩樽の雪に圧倒されるとともに、除雪と介護に悩むご

家族の声を聞く機会があり、雪国ならではの課題を実感しました。

 私は就職を機に道外から北海道へ移り住み、もうすぐ2度⽬の冬を終え

ようとしています。こちらに来た当初は、はじめて暮らすまちでのつなが

りを求め、ひとりで研修に参加する⽇々を送っていました。その中でプラ

イマリ・ケア認定薬剤師の先輩⽅と出会い、現在に⾄るまで多くの機会をいただきました。

 さて、私がプライマリ・ケアに関⼼を持ったのは学⽣時代のことです。「この⼈のために何ができるだろ

う」と考えたとき、どうしても薬の知識や病態といった座学の枠を超えられない⾃分がいました。そんな中、

プライマリ・ケアの考え⽅に触れ、医療の枠を超えて患者さん⼀⼈ひとりの⽣活や価値観に寄り添う姿勢に深

く感銘を受けました。全⼈的に患者さんと向き合うことの⼤切さを知り、薬剤師として進むべき道が⾒えた瞬

間でした。

 プライマリ・ケアは薬剤師との親和性が⾼いと感じていますが、他の薬剤師認定資格と⽐べると、その実態

はまだ広く知られていないのが現状です。そのため、声をかけて⾜を運んでくれた同僚や学⽣に「プライマ

リ・ケアっていいね」と⾔ってもらえたときには胸が躍ります。そして、つい「でしょ？」と嬉しさが込み上

げてしまいます。これまでひとりで参加していた研修に仲間が増えていくことを、⼼から嬉しく思います。

 最後に、プライマリ・ケアの良さや魅⼒は、この分野に関わる⼈たち⾃⾝にもあると感じています。学会に

参加するたびに新たな視点を得ることができ、ワクワクした気持ちになります。また、同じ想いや熱量を持っ

て頑張っている⼈がこんなにもいるのだと実感し、元気と勇気をもらうことができます。このような素晴らし

い学びの場を、今後はより多くの若い世代に伝え、つないでいきたいと考えています。

なの花薬局南⼩樽店 井上紗紀

リレーコラム
毎⽉、北海道ブロック⽀部でさまざまなキャリアで活躍されている⽅たちに気ままに⽇常をつづってもらっ

ています。

北海道ブロック⽀部 広報委員会 �編集後記
 この度、広報委員会に参加させていただくこととなりました笹岡佑樹(札幌渓仁会リハビリテーション病院

薬剤師)です。⽀部会員の先⽣⽅には、原稿などをお願いすることもあるかと存じますが、何卒よろしくお願

いいたします。現在は、⽀部の新ホームページを、事務局である市⽴美唄病院の⽅々にも⼤変尽⼒いただき、

鋭意作成しております。リニューアル後は⾃前での運⽤予定で、柔軟な情報更新も対応できるかと思います。

 末筆ではございますが、ご多忙の中、ご執筆いただきました先⽣⽅に⼼よりお礼申し上げます。


